
FEBRUARY 2014 市政 40市政 FEBRUARY 2014

日本百街道紀行
街
道
と
ま
ち
づ
く
り

歴
史
都
市 

高
岡

第
3
回

は
じ
め
に

　

日
本
海
を
望
む
海
岸
線
か
ら
３
０

０
０
ｍ
級
の
山
々
が
連
な
る
立
山
連
峰

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
雨

あ
ま
ば
ら
し晴
海
岸
は
、

富
山
県
を
代
表
す
る
景
勝
地
で
あ
る
。

昨
年
11
月
、
女め

い
わ岩

を
含
む
雨
晴
海
岸
一

帯
の
有あ

り
そ
う
み

磯
海
を
、
俳
聖
松
尾
芭
蕉
ゆ
か

り
の
「
お
く
の
ほ
そ
道
の
風
景
地
」
と
し

て
名
勝
に
指
定
す
る
よ
う
、
文
化
審
議

会
の
答
申
が
あ
っ
た
。
万
葉
の
歌
人
大

伴
家
持
は
、
奈
良
時
代
越
中
の
国
に
国

司
と
し
て
赴
任
し
た
際
、
多
く
の
歌
を

残
し
た
。
家
持
卿
が
こ
よ
な
く
愛
し
、

こ
れ
ま
で
も
高
岡
市
民
が
誇
り
と
し
て

き
た
万
葉
故
地
で
あ
り
、
義
経
伝
説
に

彩
ら
れ
た
雨
晴
海
岸
の
景
観
に
今
回
さ

ら
に
、「
お
く
の
ほ
そ
道
の
風
景
地
」
と

い
う
新
た
な
価
値
が
加
わ
る
こ
と
で
、

本
市
の
強
み
で
あ
る
「
歴
史
と
文
化
」
が

一
段
と
厚
み
を
増
す
も
の
と
感
じ
て
い

る
。
今
後
は
、
全
国
の
奥
の
細
道
ゆ
か

り
の
地
と
の
連
携
、
交
流
な
ど
を
図
り

な
が
ら
、「
歴
史
都
市
高
岡
」
の
魅
力
を

広
く
全
国
に
発
信
し
て
ま
い
り
た
い
。

歴
史
都
市　

高
岡

　

古
く
は
、「
関
野
」と
称
し
た
荒
野
に
、

慶
長
14
年
（
１
６
０
９
年
）
９
月
、
加
賀

藩
二
代
藩
主
・
前
田
利
長
が
高
岡
城
を

築
城
し
、
そ
の
城
下
町
と
し
て
開
か
れ

た
町
が
高
岡
で
あ
る
。
そ
の
後
、
利
長

の
死
と
、
元
和
元
年
（
１
６
１
５
年
）
の

一
国
一
城
令
に
よ
る
高
岡
城
廃
城
な
ど

に
伴
い
、
高
岡
は
急
速
に
衰
退
し
て
い

く
こ
と
と
な
り
、
こ
の
こ
と
を
憂
え
た

三
代
・
利
常
は
、
元
和
６
年（
１
６
２
０

年
）に
町
人
の
高
岡
転
出
を
禁
止
し
た
。

　

さ
ら
に
、
高
岡
を
麻
布
の
集
積
地
と

す
る
と
と
も
に
、
魚
問
屋
の
創
設
を
認

め
る
な
ど
の
商
工
業
振
興
策
を
積
極
的

に
推
進
し
た
。
利
常
に
よ
る
こ
の「
城
下

町
か
ら
、
商
工
業
の
町
へ
」の
転
換
に
よ

り
、
高
岡
は
、
物
資
集
散
の
商
都
と
し

て
繁
栄
し
た
。

　

一
方
、
慶
長
16
年
（
１
６
１
１
年
）、

利
長
は
当
時
の
砺
波
郡
西
部
金
屋
よ
り

７
人
の
鋳
物
師
を
招
き
、
土
地
を
与
え

て
５
カ
所
の
吹
場
（
鋳
物
作
業
場
）
を
つ

く
り
、
諸
役
を
免
除
す
る
な
ど
鋳
物
産

業
を
奨
励
し
た
。
こ
れ
が
現
在
の
金
屋

町
の
地
で
、
高
岡
鋳
物
の
始
ま
り
で
あ

る
。
以
来
、
高
岡
の
鋳
物
産
業
は
、
加

賀
藩
の
庇
護
や
町
人
ら
の
努
力
に
よ
り

大
き
く
発
展
し
、
開
町
以
来
の
伝
統
産

業
と
し
て
現
代
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。

２
０
１
５
年
春　
北
陸
新
幹
線
開
業
！ 

さ
あ
、
新
高
岡
駅
か
ら
。

高た
か
お
か岡

市
長
　
髙た

か
は
し橋

正ま

さ

き樹

立山連峰を望む「雨晴海岸」

高岡鋳物発祥の地「金屋町」
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こ
う
し
た
歴
史
を
背
景
に
、
高
岡
は
、

多
く
の
歴
史
的
文
化
的
資
産
を
今
日
ま

で
大
切
に
受
け
継
い
で
お
り
、
古
来
か

ら
の
街
道
沿
い
に
あ
る
、
そ
の
代
表
的

な
資
産
を
ご
紹
介
し
た
い
。

　

高
岡
市
内
を
貫
通
す
る
旧
北
陸
道
に

は
、
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

に
選
定
さ
れ
て
い
る
「
山
町
筋
」
を
は
じ

め
、
景
観
形
成
重
点
地
区
に
指
定
さ
れ

て
い
る
「
福
岡
町
の
菅
笠
問
屋
の
町
並

み
」、
鋳
物
職
人
の
町
並
み
で
あ
る
「
金

屋
町
」な
ど
、
伝
統
的
な
町
並
み
や
町
家

が
多
く
あ
り
、
歴
史
的
風
致
が
色
濃
く

残
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
井
波
道
は
、
高
岡
城
下
の
中

心
部
か
ら
庄
川
の
左
岸
を
高
岡
の
開
祖

前
田
利
長
の
菩
提
寺
で
あ
る
国
宝「
瑞
龍

寺
」、
寺
町
そ
し
て
神
主
町
を
経
て
井
波

へ
と
続
い
て
い
た
。
国
宝
瑞
龍
寺
か
ら

神
主
町
、
北
陸
新
幹
線
の
新
高
岡
駅
ま

で
は
、
城
下
町
建
設
時
に
整
備
さ
れ
た

庄
方
用
水
が
街
道
沿
い
を
流
れ
る
な

ど
、
歴
史
的
風
致
が
色
濃
く
残
る
街
道

で
あ
る
。

　

一
方
、
海
沿
い
に
越
中
国
と
能
登
国

を
結
ぶ
道
で
あ
る
海
浜
道
は
、
射
水
郡

放
生
津
（
現
在
の
射
水
市
）
か
ら
小
矢
部

川
の
河
口
を
舟
で
伏
木
に
渡
り
、
氷
見

を
通
っ
て
能
登
ま
で
通
じ
て
い
た
。
市

内
伏
木
地
区
は
、
近
世
以
降
、
港
町
と

し
て
栄
え
て
廻
船
問
屋
が
多
く
あ
っ
た
。

ま
た
、
浄
土
真
宗
の
大
寺
院
で
あ
る
重

要
文
化
財
「
勝
興
寺
」
が
あ
り
、
こ
れ
を

中
心
に
寺
内
町
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
遺
構
は
、
現
在
で
も
多
く
残

さ
れ
て
お
り
、
冒
頭
で
も
紹
介
し
た
雨

晴
海
岸
の
景
観
は
、
現
在
で
も
人
々
を

魅
了
し
て
や
ま
な
い
も
の
が
あ
る
。

さ
あ
、
高
岡
へ　

旅
は
続
く
、

能
登
へ　

飛
騨
へ

　

平
成
27
年
春
に
北
陸
新
幹
線
が
金
沢

ま
で
開
業
す
る
。
新
幹
線
が
通
る
ル
ー

ト
は
、
加
賀
藩
・
前
田
家
が
参
勤
交
代

に
よ
り
江
戸
と
往
来
し
た
ル
ー
ト
と
近

似
し
て
い
る
。
当
時
は
、
12
泊
13
日
の

行
程
だ
っ
た
が
、
新
幹
線
開
業
後
は
、

約
２
時
間
20
分
で
東
京
と
高
岡
が
結
ば

れ
る
こ
と
と
な
る
。
前
述
の
通
り
、
高

岡
は
、
街
道
筋
が
も
た
ら
す
人
や
モ
ノ

の
交
流
等
か
ら
歴
史
的
資
産
に
恵
ま
れ

て
お
り
、
現
在
、
こ
れ
ら
を
生
か
し
た

魅
力
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
併
せ
て
、

高
岡
を
基
軸
に
南
北
に
連
な
る
高
速
道

路
網
と
の
接
続
に
よ
り
、
北
陸
新
幹
線
・

新
高
岡
駅
は
、
富
山
県
西
部
地
域
の
み

な
ら
ず
、
飛
騨
地
方
や
能
登
地
方（
当
地

で
は
、
こ
の
３
つ
の
地
域
を
合
わ
せ
て

「
飛ひ

え
つ
の
う

越
能
地
域
」と
称
す
る
）の
玄
関
口
と

な
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
本
市
で
交
わ
る

高
速
交
通
網
が
、
本
市
で
新
た
な
交
流

を
生
み
、
新
た
な
文
化
を
創
造
す
る

き
っ
か
け
を
与
え
て
く
れ
る
こ
と
に
な

る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

国宝「瑞龍寺」

一
口
メ
モ

北陸街道

古
代
官
道
の
路
線
を
受
け
継
ぐ

前
田
家
の
参
勤
交
代
路「
北
陸
街
道
」

企
画
協
力: 

全
国
街
道
交
流
会
議
「
街
道
交
流
首
長
会
」

　

北
陸
街
道
は
古
代
か
ら
の
官
道
北
陸

道
の
路
線
を
継
承
し
、
宿
駅
な
ど
も
整

備
さ
れ
た
脇
街
道
で
あ
り
、
北
国
街
道

と
も
呼
ば
れ
た
。
中
山
道
の
鳥
居
本
か

ら
福
井
、
石
川
、
富
山
を
通

り
新
潟
へ
と
至
る
。

　

慶
長
６
年
（
１
６
０
１
年
）

に
並
木
、
同
９
年
に
一
里
塚

が
設
置
さ
れ
、
加
賀
藩
主
が

多
く
の
場
合
参
勤
交
代
路
に

用
い
た
。

　

北
陸
街
道
の
要
衝
に
、
慶

長
14
年
前
田
家
二
代
利
長
に

よ
っ
て
高
岡
城
が
築
か
れ
城

下
町
が
営
ま
れ
た
。
高
岡
市

の
歴
史
は
こ
れ
よ
り
始
ま
る
。

山町筋

千保川

北陸街道

古城公園

高岡市中心部の北陸街道


